
　　

市市
民民
のの
皆皆
様様
にに
おお
かか
れれ
まま
しし
てて

はは
、、
輝輝
かか
しし
いい
新新
春春
をを
おお
迎迎
ええ
のの
ここ

とと
とと
おお
喜喜
びび
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。まま
たた
、、

日日
ごご
ろろ
かか
らら
市市
政政
にに
対対
しし
まま
しし
てて
、、

深深
いい
ごご
理理
解解
とと
ごご
協協
力力
をを
いい
たた
だだ
きき

厚厚
くく
おお
礼礼
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。

　　
昨昨
年年
にに
おお
きき
まま
しし
てて
はは
、、
新新
型型
ココ

ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
がが
猛猛
威威
をを
振振

るる
うう
中中
、、
医医
療療
従従
事事
者者
のの
皆皆
様様
のの
ごご

尽尽
力力
とと
とと
もも
にに
、、
多多
くく
のの
市市
民民
・・
事事

業業
者者
のの
皆皆
様様
のの
ごご
協協
力力
にに
よよ
りり
、、
感感

染染
拡拡
大大
防防
止止
にに
努努
めめ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき

まま
しし
たた
。。
改改
めめ
てて
深深
くく
感感
謝謝
申申
しし
上上

げげ
まま
すす
。。
皆皆
様様
のの
ごご
協協
力力
のの
もも
とと
でで

開開
催催
ささ
れれ
たた
東東
京京
22
00
22
00
オオ
リリ

ンン
ピピ
ッッ
クク
・・
パパ
ララ
リリ
ンン
ピピ
ッッ
クク
競競
技技

大大
会会
でで
はは
、、
本本
市市
霞霞
ヶヶ
関関
カカ
ンン
ツツ
リリ

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

日
ご
ろ
か
ら
市
政
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振

る
う
中
、
医
療
従
事
者
の
皆
様
の
ご

尽
力
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
・
事

業
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
感

染
拡
大
防
止
に
努
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
で

開
催
さ
れ
た
東
京
2
0
2
0
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
で
は
、
本
市
霞
ヶ
関
カ
ン
ツ
リ

ーー
倶倶くく

楽楽らら

部部ぶぶ

にに
てて
ゴゴ
ルル
フフ
競競
技技
がが
行行
わわ

れれ
るる
とと
とと
もも
にに
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな
競競
技技

でで
本本
市市
ゆゆ
かか
りり
のの
選選
手手
がが
活活
躍躍
ささ
れれ

まま
しし
たた
。。
選選
手手
たた
ちち
のの
躍躍
動動
はは
私私
たた

ちち
のの
心心
をを
ひひ
とと
つつ
にに
しし
、、
とと
もも
にに
感感

動動
をを
共共
有有
でで
きき
るる
貴貴
重重
なな
機機
会会
とと
なな

っっ
たた
とと
考考
ええ
てて
おお
りり
まま
すす
。。

　　
市市
政政
にに
おお
きき
まま
しし
てて
はは
、、
市市
民民
のの

皆皆
様様
がが
安安
全全
・・
安安
心心
にに
暮暮
らら
しし
、、
とと

もも
にに
笑笑
顔顔
にに
なな
れれ
るる
一一
年年
とと
なな
りり
まま

すす
よよ
うう
、、
第第
四四
次次
川川
越越
市市
総総
合合
計計
画画

のの
各各
施施
策策
にに
つつ
いい
てて
、、
SS
DD
GG
ｓｓ

（（
持持
続続
可可
能能
なな
開開
発発
目目
標標
））のの
観観
点点
をを

持持
ちち
つつ
つつ
、、
次次
のの
「「
四四
つつ
のの
川川
越越
づづ

くく
りり
」」
のの
視視
点点
でで
推推
進進
しし
てて
まま
いい
りり

まま
すす
。。

　　
次次
代代
をを
担担
うう
子子
どど
もも
たた
ちち
のの
可可
能能

性性
をを
引引
きき
出出
すす
学学
びび
のの
実実
現現
にに
向向
けけ

てて
、、
少少
人人
数数
学学
級級
編編
制制
にに
向向
けけ
たた
教教

室室
のの
整整
備備
やや
ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
環環
境境
のの
整整
備備
にに

つつ
いい
てて
推推
進進
しし
てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。

　　
まま
たた
、、
ココ
ロロ
ナナ
禍禍かか

でで
孤孤
立立
感感
をを
深深

めめ
るる
子子
育育
てて
家家
庭庭
のの
支支
援援
とと
しし
てて
、、

産産
前前
・・
産産
後後
ササ
ポポ
ーー
トト
事事
業業
やや
家家
庭庭

訪訪
問問
型型
子子
育育
てて
支支
援援
事事
業業
にに
つつ
いい
てて

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
手手
法法
もも
活活
用用
しし
てて
取取
りり

組組
むむ
ほほ
かか
、、「「
子子
どど
もも
家家
庭庭
総総
合合
支支

ー
倶く

楽ら

部ぶ

に
て
ゴ
ル
フ
競
技
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技

で
本
市
ゆ
か
り
の
選
手
が
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
選
手
た
ち
の
躍
動
は
私
た

ち
の
心
を
ひ
と
つ
に
し
、
と
も
に
感

動
を
共
有
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
様
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
、
と

も
に
笑
顔
に
な
れ
る
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
第
四
次
川
越
市
総
合
計
画

の
各
施
策
に
つ
い
て
、
S
D
G
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
観
点
を

持
ち
つ
つ
、
次
の
「
四
つ
の
川
越
づ

く
り
」
の
視
点
で
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
可
能

性
を
引
き
出
す
学
び
の
実
現
に
向
け

て
、
少
人
数
学
級
編
制
に
向
け
た
教

室
の
整
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍か

で
孤
立
感
を
深

め
る
子
育
て
家
庭
の
支
援
と
し
て
、

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
家
庭

訪
問
型
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
手
法
も
活
用
し
て
取
り

組
む
ほ
か
、「
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援援
拠拠
点点
」」
のの
整整
備備
にに
よよ
りり
、、
子子
育育
てて

やや
児児
童童
虐虐
待待
にに
対対
すす
るる
相相
談談
体体
制制
をを

強強
化化
しし
まま
すす
。。

　　
ささ
らら
にに
、、
家家
庭庭
やや
学学
校校
以以
外外
でで
子子

どど
もも
たた
ちち
がが
安安
心心
しし
てて
過過
ごご
せせ
るる

「「
子子
どど
もも
のの
居居
場場
所所
づづ
くく
りり
事事
業業
」」

のの
取取
りり
組組
みみ
なな
どど
、、
子子
育育
てて
環環
境境
のの

整整
備備・・充充
実実
にに
努努
めめ
てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。

　　
城城
下下
町町
川川
越越
のの
象象
徴徴
でで
ああ
るる
川川
越越

城城
本本
丸丸
御御
殿殿
にに
つつ
いい
てて
、、
往往
時時
のの
趣趣

をを
感感
じじ
らら
れれ
るる
よよ
うう
にに
周周
辺辺
整整
備備
をを

行行
いい
まま
すす
。。
まま
たた
、、
本本
市市
東東
部部
のの
地地

域域
核核
とと
なな
るる
南南
古古
谷谷
駅駅
にに
つつ
いい
てて
、、

北北
口口
開開
設設
にに
向向
けけ
たた
周周
辺辺
整整
備備
をを
計計

画画
的的
にに
進進
めめ
てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。
農農
業業

ふふ
れれ
ああ
いい
セセ
ンン
タタ
ーー
にに
つつ
いい
てて
はは
、、

自自
然然
的的
景景
観観
やや
農農
業業
とと
のの
ふふ
れれ
ああ
いい

をを
ココ
ンン
セセ
ププ
トト
とと
しし
たた
ググ
リリ
ーー
ンン
ツツ

ーー
リリ
ズズ
ムム
のの
拠拠
点点
とと
しし
てて
、、
年年
内内
のの

リリ
ニニ
ュュ
ーー
アア
ルル
オオ
ーー
ププ
ンン
をを
目目
指指
しし

まま
すす
。。

　　
まま
たた
、、
川川
越越
工工
業業
団団
地地
等等
のの
交交
通通

需需
要要
にに
対対
応応
すす
るる
たた
めめ
のの
広広
域域
幹幹
線線

やや
、、
地地
域域
交交
通通
のの
要要
とと
なな
るる
幹幹
線線
道道

路路
のの
整整
備備
にに
継継
続続
しし
てて
取取
りり
組組
みみ
、、

交交
通通
利利
便便
性性
のの
ささ
らら
なな
るる
向向
上上
にに
努努

めめ
てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。

援
拠
点
」
の
整
備
に
よ
り
、
子
育
て

や
児
童
虐
待
に
対
す
る
相
談
体
制
を

強
化
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
家
庭
や
学
校
以
外
で
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」

の
取
り
組
み
な
ど
、
子
育
て
環
境
の

整
備・充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
城
下
町
川
越
の
象
徴
で
あ
る
川
越

城
本
丸
御
殿
に
つ
い
て
、
往
時
の
趣

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
周
辺
整
備
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
東
部
の
地

域
核
と
な
る
南
古
谷
駅
に
つ
い
て
、

北
口
開
設
に
向
け
た
周
辺
整
備
を
計

画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
農
業

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

自
然
的
景
観
や
農
業
と
の
ふ
れ
あ
い

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
と
し
て
、
年
内
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
、
川
越
工
業
団
地
等
の
交
通

需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
広
域
幹
線

や
、
地
域
交
通
の
要
と
な
る
幹
線
道

路
の
整
備
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、

交
通
利
便
性
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

子
育
て
が
楽
し
い
川
越
づ
く
り

子
育
て
が
楽
し
い
川
越
づ
く
り

活
力
と
魅
力
あ
る
川
越
づ
く
り

活
力
と
魅
力
あ
る
川
越
づ
く
り
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新春を迎えて新春を迎えて



　　
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
のの

再再
拡拡
大大
防防
止止
にに
向向
けけ
たた
ワワ
クク
チチ
ンン
追追

加加
接接
種種
をを
着着
実実
にに
進進
めめ
るる
とと
とと
もも

にに
、、
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
でで
困困
窮窮きき

ゅゅ
ううすす

るる
方方
々々
にに

対対
すす
るる
各各
種種
のの
給給
付付
対対
策策
にに
つつ
いい

てて
、、
国国
とと
のの
連連
携携
にに
よよ
りり
迅迅
速速
にに
対対

応応
しし
てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。

　　

まま
たた
、、
久久
保保
川川
をを
はは
じじ
めめ
とと
すす
るる

河河
川川
改改
修修
やや
高高
階階
地地
区区
へへ
のの
雨雨
水水
貯貯

留留
施施
設設
のの
整整
備備
なな
どど
のの
基基
盤盤
整整
備備
のの

ほほ
かか
、、
最最
新新
のの
水水
害害
状状
況況
をを
踏踏
まま
ええ

たた
水水
害害
ハハ
ザザ
ーー
ドド
ママ
ッッ
ププ
のの
全全
戸戸
配配

布布
なな
どど
をを
通通
じじ
、、
災災
害害
にに
強強
いい
強強
靭靭じじ

んん

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

再
拡
大
防
止
に
向
け
た
ワ
ク
チ
ン
追

加
接
種
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮き

ゅ
うす

る
方
々
に

対
す
る
各
種
の
給
付
対
策
に
つ
い

て
、
国
と
の
連
携
に
よ
り
迅
速
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
久
保
川
を
は
じ
め
と
す
る

河
川
改
修
や
高
階
地
区
へ
の
雨
水
貯

留
施
設
の
整
備
な
ど
の
基
盤
整
備
の

ほ
か
、
最
新
の
水
害
状
況
を
踏
ま
え

た
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配

布
な
ど
を
通
じ
、
災
害
に
強
い
強
靭じ

ん

なな
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
まま
すす
。。
併併
せせ

てて
、、
デデ
ママ
ンン
ドド
型型
交交
通通
のの
円円
滑滑
なな
運運

行行
やや
児児
童童
生生
徒徒
のの
通通
学学
路路
にに
おお
けけ
るる

安安
全全
対対
策策
なな
どど
、、
安安
全全
・・
安安
心心
なな
まま

ちち
づづ
くく
りり
をを
推推
進進
しし
てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。

　　
老老
朽朽
化化
がが
進進
むむ
公公
共共
施施
設設
等等
にに
つつ

いい
てて
、、
施施
設設
のの
安安
全全
をを
確確
保保
しし
てて
本本

来来
のの
性性
能能
をを
維維
持持
すす
るる
たた
めめ
、、
川川
越越

市市
個個
別別
施施
設設
計計
画画
にに
基基
づづ
くく
保保
全全
・・

長長
寿寿
命命
化化
等等
のの
取取
りり
組組
みみ
をを
推推
進進
しし

まま
すす
。。

　　
まま
たた
、、
人人
口口
減減
少少
・・
少少
子子
高高
齢齢
化化

がが
進進
行行
すす
るる
中中
にに
おお
いい
てて
もも
持持
続続
可可

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
併
せ

て
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
円
滑
な
運

行
や
児
童
生
徒
の
通
学
路
に
お
け
る

安
全
対
策
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
等
に
つ

い
て
、
施
設
の
安
全
を
確
保
し
て
本

来
の
性
能
を
維
持
す
る
た
め
、
川
越

市
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
く
保
全
・

長
寿
命
化
等
の
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
に
お
い
て
も
持
続
可

能能
なな
行行
財財
政政
運運
営営
をを
行行
っっ
てて
いい
くく
たた

めめ
、、
市市
民民
生生
活活
へへ
のの
影影
響響
をを
十十
分分
にに

踏踏
まま
ええ
つつ
つつ
、、
川川
越越
市市
行行
財財
政政
改改
革革

推推
進進
計計
画画
にに
よよ
るる
事事
務務
事事
業業
のの
見見
直直

しし
等等
をを
進進
めめ
てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。

　　
ささ
らら
にに
、、
令令
和和
33
年年
55
月月
にに
表表
明明

しし
たた
「「
小小
江江
戸戸
かか
わわ
ごご
ええ　　
脱脱
炭炭
素素

宣宣
言言
」」
のの
取取
りり
組組
みみ
もも
進進
めめ
てて
まま
いい

りり
まま
すす
。。

　　
本本
年年
はは
いい
よよ
いい
よよ
市市
制制
施施
行行
百百
周周

年年
をを
迎迎
ええ
るる
節節
目目
のの
年年
とと
なな
りり
まま

すす
。。
ここ
のの
記記
念念
すす
べべ
きき
年年
をを
皆皆
様様
とと

祝祝
いい
、、
先先
人人
かか
らら
受受
けけ
継継
いい
だだ
貴貴
重重

なな
文文
化化
やや
歴歴
史史
をを
再再
認認
識識
すす
るる
とと
とと

もも
にに
、、
川川
越越
のの
新新
たた
なな
未未
来来
へへ
とと
踏踏

みみ
出出
すす
一一
年年
とと
なな
るる
よよ
うう
、、
ささ
まま
ざざ

まま
なな
記記
念念
事事
業業
をを
進進
めめ
てて
まま
いい
りり
まま

すす
。。
ここ
のの
先先
百百
年年
もも
、、
誰誰
もも
がが
住住
みみ

続続
けけ
たた
いい
まま
ちち
でで
ああ
りり
まま
すす
よよ
うう
、、

本本
年年
もも
全全
力力
でで
取取
りり
組組
んん
でで
まま
いい
りり

まま
すす
のの
でで
、、
今今
後後
とと
もも
、、
皆皆
様様
のの
一一

層層
のの
ごご
支支
援援
とと
ごご
協協
力力
をを
賜賜
りり
まま
すす

よよ
うう
おお
願願
いい
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。

　　
結結
びび
にに
、、
市市
民民
のの
皆皆
様様
のの
ごご
健健
勝勝

とと
ごご
多多
幸幸
をを
祈祈
念念
申申
しし
上上
げげ
、、
新新
年年

のの
ごご
ああ
いい
ささ
つつ
とと
いい
たた
しし
まま
すす
。。

令令
和和
44
年年
11
月月
11
日日（（
元元
旦旦
））

能
な
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た

め
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
十
分
に

踏
ま
え
つ
つ
、
川
越
市
行
財
政
改
革

推
進
計
画
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直

し
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
3
年
5
月
に
表
明

し
た
「
小
江
戸
か
わ
ご
え　
脱
炭
素

宣
言
」
の
取
り
組
み
も
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
年
は
い
よ
い
よ
市
制
施
行
百
周

年
を
迎
え
る
節
目
の
年
と
な
り
ま

す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
皆
様
と

祝
い
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
貴
重

な
文
化
や
歴
史
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
川
越
の
新
た
な
未
来
へ
と
踏

み
出
す
一
年
と
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
記
念
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
先
百
年
も
、
誰
も
が
住
み

続
け
た
い
ま
ち
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

本
年
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
皆
様
の
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
4
年
1
月
1
日（
元
旦
）

持
続
可
能
な
都
市
、
川
越
づ
く
り

持
続
可
能
な
都
市
、
川
越
づ
く
り

快
適
で
安
心
で
き
る
川
越
づ
く
り

快
適
で
安
心
で
き
る
川
越
づ
く
り

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎
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